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◎
一
時
保
育

　
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

か
る
が
も
で
は
、
保
護
者
の
仕

事
や
通
院
、
育
児
に
疲
れ
て
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
時
な
ど
に

お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
て
い

ま
す
。

▽
対
象
　
市
内
在
住
の
１
歳
以

上
で
、
認
可
保
育
施
設
に
入
所

し
て
お
ら
ず
、
集
団
保
育
が
可

能
な
未
就
学
児

▽
実
施
日
　
月
〜
土
曜
日

※
祝
日
、
年
末
年
始
及
び
休
館

日
は
除
く
。

▽
保
育
時
間
・
利
用
料

・一
日
利
用
（
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
）
／
二
，
四
〇
〇
円

・半
日
利
用
（
午
前
９
時
〜
午

後
１
時
、
午
後
１
時
〜
午
後
５

時
）
／
一
，
二
○
○
円

▽
定
員
　
10
人

▽
利
用
限
度
　
週
３
回
ま
で

▽
利
用
方
法
　
事
前
登
録
が
必

要
で
す
。
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
の
窓
口
に
母
子
健
康
手

帳
、
健
康
保
険
証
、
乳
幼
児
医

療
証
の
３
点
を
持
参
し
、
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
後

に
、
窓
口
ま
た
は
専
用
電
話
か

ら
、
１
か
月
先
ま
で
の
空
い
て

い
る
日
の
予
約
と
キ
ャ
ン
セ
ル

待
ち
が
で
き
ま
す
。

▽
一
時
保
育
室
専
用
電
話
　
☎

042
―
565
―
３
６
５
５
ま
で
。

※
電
話
受
付
後
は
、
１
週
間
以

内
に
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
予

約
完
了
と
な
り
ま
す
。

◎
か
る
が
も
ミ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス
会

▽
対
象
　
市
内
在
住
で
生
後
６

か
月
〜
３
歳
（
参
加
当
日
）
の

お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

▽
日
時
　
12
月
14
日
㈮
①
午
前

10
時
か
ら
②
午
前
11
時
か
ら

▽
場
所
　
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー

▽
定
員
　
各
回
20
組

▽
内
容
　
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
等

▽
申
込
み
　
11
月
15
日
㈭
午
後

１
時
〜
30
日
㈮
午
後
５
時
に
子

ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
窓
口

ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
し
、
結
果
を
は
が
き
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
12
月
の
出
張
か
る
が
も
ひ
ろ
ば

　
保
育
士
が
児
童
館
や
集
会
所

な
ど
に
出
張
し
、
手
遊
び
や
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
行
い

ま
す
。
参
加
者
同
士
の
情
報
交

換
や
、
保
育
士
に
子
育
て
相
談

も
で
き
ま
す
。

▽
対
象
　
３
歳
ま
で
の
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者

▽
開
催
日
・
場
所
　
12
月
４
日

㈫
さ
く
ら
が
お
か
児
童
館
、
12

月
12
日
㈬
新
堀
地
区
会
館
、
12

月
18
日
㈫
か
み
き
た
だ
い
児
童

館
、
12
月
26
日
㈬
芋
窪
集
会
所

▽
時
間
　
午
前
10
時
30
分
〜
11

時
45
分
（
事
前
予
約
不
要
）

□
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
042
―

565
―
３
６
５
１
ま
で
。

子ども家庭支援センター

かるがも
ミニクリスマス会では
ハンドベル演奏を
　　　お楽しみください

２面：行政評価～市の施策と事務事業を評価　　　 ３面：公民館のイベント　　　 ４面：リサイクルにご協力ください
５面： 高齢者福祉サービス　　　６・７面：情報マップ・医師会コーナー　　　８面：ハミングホール・市民記者レポート

平成３０年第4回市議会定例会

△

問合せ　議会事務局・内線2002まで。

※通常の会議時間は午前9時30分～正午、午後1時30分～ 5時です。
※手話通訳は１週間前までに申込み（ファクス 042-563-5926）ください。

開　催　日 会　議 内　容
12月4日㈫ 本 会 議 開会・議案の審議など
12月5日㈬～ 7日㈮・
10日㈪・11日㈫ 本 会 議 一般質問

12月13日㈭・14日㈮・
17日㈪ 常 任 委 員 会 付託案件の審査など

12月19日㈬ 本 会 議 委員会審査報告など・閉会

保育施設の

入園申請

保育施設
入園案内
    を配布中

11月26日㈪～12月7日㈮

受付場所：保育課（市役所１階）

 ─ ご注意ください ─

※日曜日は除く。12月1日㈯の受付時間は午前8時30分～正午

保育施設入園案内は、保育課、
子ども家庭支援センター、市
立保健センター、清原市民セ
ンター、児童館、市内保育施
設で配布しています。

▲ 保育施設入園案
　内は、市のホー
　ムページからダ
　ウンロードする
　こともできます。

　平成31年４月１日から保育施設入園を希望す
る方の申請を受け付けます。保護者の方が就労
や病気等のために、お子さんの保育ができない
場合に申請することができます。
　詳しくは、保育施設入園案内をご覧ください。

▽ 問合せ　保育課・内線1753まで。

平成31年４月入園

【市外の保育施設への入園】
　市外の保育施設に入園を希望する場合でも、受付場所は東大和
市役所となります。受け付けた申請書は、入園を希望する保育施
設のある市区町村に送付しますので、各区市町村の締切日をご確
認のうえ、余裕をもって申請してください。各市区町村で受付期間、
必要書類、申請条件等は異なります。
【他の保育施設への転園】
　現在保育施設を利用している方で、平成31年４月１日から他の保
育施設に転園を希望する場合にも、入園申請と同様の申請が必要で
す。受付期間・時間・場所は、入園申請の場合と同じです。平成30
年度の転園申請が待機になっている方も、再度申請してください。

【現在、入園待機中の方】
　平成30年度の入園申請が待機になっている方で、平成31年度の保
育施設入園を希望する場合は、再度申請する必要があります。

ＡＲ(拡張現実)で
入園申請のご案内を 動画配信！

HP Revealア
プ リ を イ ン
ス ト ー ル し
て、 右 の 写
真 に ス マ ー
ト フ ォ ン を
か ざ す と、
保 育 課 職 員

AR

が入園申請について説明している動画を見
ることができます。アプリのインストール
方法等は、市のホームページをご覧ください。



　

９
月
11
日
、
事
業
所
の
安
全

を
守
る
「
自
衛
消
防
隊
」
の
技

術
向
上
を
目
的
に
、
自
衛
消
防

審
査
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
審

査
会
で
は
、
日
頃
の
訓
練
成
果

を
発
揮
し
、
火
災
発
生
時
の
通

報
や
初
期
消
火
等
の
正
確
さ
・

迅
速
さ
を
競
い
、
各
事
業
所
の

◎
知
っ
て
い
ま
す
か
？
自
転
車

に
乗
る
と
き
の
正
し
い
ル
ー
ル

　

自
転
車
は
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
利
用
す
る
手
軽
で
便

利
な
乗
り
物
で
す
。
自
転
車
に

乗
る
時
は
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【
自
転
車
安
全
利
用
五
則
】

①
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、

歩
道
は
例
外

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
自

転
車
は
車
道
寄
り
を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る
（
飲
酒

運
転
・
二
人
乗
り
・
並
進
・
夜

間
の
無
灯
火
の
禁
止
、
交
差
点

で
の
信
号
遵
守
と
一
時
停
止
・

　

東
大
和
市
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大

会
開
催
に
伴
い
、
都
立
東
大
和

南
公
園
の
周
辺
道
路
の
交
通
規

制
（
迂
回
の
お
願
い
等
）
を
行

い
ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力
を
お

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
は
、

自
然
災
害
や
国
民
保
護
に
関
す

る
情
報
な
ど
、
対
処
に
時
間
的

余
裕
が
な
い
事
態
が
発
生
し
た

場
合
に
、
国
が
市
の
防
災
行
政

無
線
を
自
動
起
動
し
、
緊
急
情

報
を
瞬
時
に
伝
達
す
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た

情
報
伝
達
訓
練
を
次
の
と
お
り

た
。
こ
の
う
ち
６
事
務
事
業
に

つ
い
て
、
市
民
８
人
か
ら
構
成

さ
れ
る
市
民
事
業
評
価
会
議
に

お
い
て
、
市
民
の
視
点
か
ら
評

価
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

よ
り
客
観
性
の
高
い
判
断
が
必

要
な
事
務
事
業
に
つ
い
て
「
東

大
和
市
行
政
評
価
推
進
会
議
」

に
お
い
て
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

※
詳
細
は
、
行
政
管
理
課
窓
口

（
市
役
所
４
階
）
及
び
市
政
情

報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
３
階
）

で
の
閲
覧
ま
た
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

行
政
管
理
課
・
内

線
１
４
４
１
ま
で
。

安
全
安
心
情
報
サ
ー
ビ
ス
に
よ

り
、
訓
練
実
施
に
つ
い
て
事
前

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
こ
の
訓
練
は
国
が
全
国
を
対

象
に
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、

他
の
地
域
で
も
同
様
の
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
訓
練
に
よ

り
、
様
々
な
災
害
を
想
定
し
、

限
ら
れ
た
時
間
で
何
が
で
き
る

の
か
、
こ
の
機
会
に
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
・
内

線
１
３
５
３
ま
で
。

　

障
害
の
あ
る
人
が
ま
ち
へ

で
か
け
た
と
き
、
入
っ
て
み
た

い
お
店
だ
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
し

た
段
差
で
あ
き
ら
め
て
し
ま
う

こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
と
き
に
求
め
ら
れ
る
の
が

「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」
で
す
。

障
害
者
差
別
解
消
法
と
東
京
都

の
障
害
者
差
別
解
消
条
例
に
よ

り
、民
間
事
業
者
に
も
こ
の「
合

理
的
配
慮
の
提
供
」
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

障
害
の
あ
る
人
も
利
用
し
や

す
い
工
夫
や
配
慮
、
対
応
に
つ

い
て
、
障
害
の
あ
る
人
の
生
の

声
を
元
に
ま
と
め
た
冊
子
を
作

成
し
ま
し
た
。
こ
の
冊
子
を
使

っ
た
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

飲
食
店
、
小
売
店
、
交
通
機

関
、
医
療
機
関
な
ど
、
ま
ち
の

中
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
の
配

慮
に
つ
い
て
、
事
業
主
の
方
、

障
害
の
あ
る
人
、
市
民
の
皆
さ

ん
で
共
に
学
び
、
だ
れ
も
が
暮

ら
し
や
す
い
ま
ち
に
つ
い
て
考

え
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象　

市
内
の
事
業
主
の
方

の
ほ
か
、
関
心
の
あ
る
方
な
ら

ど
な
た
で
も

▽
日
時
・
場
所　

【
第
１
回
】
12
月
８
日
㈯
午
後

２
時
〜
３
時
：
市
役
所
会
議
棟

第
１
会
議
室

【
第
２
回
】
平
成
31
年
１
月
28

日
㈪
午
後
８
時
〜
９
時
：
市
役

所
会
議
棟
第
１
会
議
室

※
い
ず
れ
も
同
じ
内
容
で
す
。

▽
内
容　

お
店
な
ど
で
で
き
る

障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
合
理

的
配
慮

▽
定
員　

50
人
（
申
込
順
）

※
空
き
が
あ
る
場
合
は
当
日
参

加
も
可
能
で
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

障
害
福

祉
課
・
内
線
１
１
２
３
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
042
─
563
─
５
９
２
８

ま
で
。

　

市
で
は
、
行
政
評
価
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
仕
事
に
お
け
る

成
果
重
視
、
限
ら
れ
た
財
源
・

人
材
の
有
効
活
用
、
職
員
の
意

識
改
革
な
ど
を
進
め
、
よ
り
簡

素
で
効
率
的
な
行
政
運
営
の
実

現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

【
施
策
評
価
】

　

東
大
和
市
総
合
計
画
に
掲

げ
る
32
施
策
に
つ
い
て
評
価

し
ま
し
た
。
総
合
計
画
に
掲
載

自
衛
消
防
力
を
披
露
し
ま
し
た
。

【
審
査
結
果
】

１
号
消
火
栓
の
部（
３
人
操
作
）

・
優
勝　

東
大
和
市
役
所

・
準
優
勝　

武
蔵
村
山
市
役
所

・
第
三
位　

森
永
乳
業
㈱
東
京

多
摩
工
場

２
号
消
火
栓
の
部（
２
人
操
作
）

・
優
勝　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
む
さ
し
村
山
苑

・
準
優
勝　

特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ホ
ー
ム

・
第
三
位　

気
ま
ま
館
東
大
和

安
全
確
認
）

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

○
こ
ん
な
運
転
も
ル
ー
ル
違
反

傘
さ
し
運
転
、
携
帯
電
話
等

の
使
用
、
イ
ヤ
ホ
ン
・
ヘ
ッ
ド

ホ
ン
の
使
用

○
危
険
行
為
を
繰
り
返
す
と
、

「
自
転
車
運
転
者
講
習
」
の
受

講
が
命
じ
ら
れ
ま
す

　

改
正
道
路
交
通
法
の
施
行
に

よ
り
、
信
号
無
視
や
一
時
不
停

止
等
、
特
定
の
「
危
険
行
為
」

を
過
去
３
年
以
内
に
２
回
以
上

繰
り
返
す
と
、「
自
転
車
運
転
者

講
習
」の
受
講
（
講
習
手
数
料
の

標
準
額
は
六
、
〇
〇
〇
円
）
が

命
じ
ら
れ
ま
す
。

※
命
令
を
受
け
て
か
ら
３
か
月

以
内
の
指
定
さ
れ
た
期
間
内
に

受
講
し
な
い
と
５
万
円
以
下
の

罰
金
に
な
り
ま
す
。

願
い
し
ま
す
。

▽
交
通
規
制
の
日
時　

12
月
2

日
㈰
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
1

時
頃

※
荒
天
の
場
合
、
中
止
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

▽
交
通
規
制
の
区
域　

下
図
の

と
お
り

▽
問
合
せ　

社
会
教
育
課
・
内

線
１
５
５
５
ま
で
。

し
た
指
標
等
に
基
づ
い
て
進
捗

状
況
を
把
握
・
分
析
す
る
と
と

も
に
、
平
成
29
年
度
の
主
な
取

組
や
課
題
を
振
り
返
り
、
今
後

の
方
向
性
を
検
討
し
ま
し
た
。

【
事
務
事
業
評
価
】

　

平
成
29
年
度
に
実
施
し
た

454
事
務
事
業
に
つ
い
て
、
各
担

当
課
が
目
的
を
明
確
に
し
た
上

で
、
現
状
の
把
握
、
今
後
の
方

向
性
を
検
討
し
、
評
価
し
ま
し

▽
問
合
せ　

北
多
摩
西
部
消
防

署
☎
042
─
565
─
０
１
１
９
へ
。

◎
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
を

お
考
え
く
だ
さ
い

　

運
転
に
自
信
が
な
く
な
っ
た

方
は
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納

を
お
考
え
く
だ
さ
い
。

　

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し

た
方
は
、「
運
転
経
歴
証
明
書
」

を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
証
明
書
を
提
示
す
る
こ

と
で
、
高
齢
者
運
転
免
許
自
主

返
納
サ
ポ
ー
ト
協
議
会
加
盟
店

や
東
京
都
の
美
術
館
等
で
特
典

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
平

成
24
年
４
月
１
日
以
降
に
交
付

さ
れ
た
「
運
転
経
歴
証
明
書
」

は
、
交
付
後
６
か
月
を
超
え
て

も
、
本
人
確
認
書
類
と
し
て
用

い
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▪
以
上
の
問
合
せ
は
、
東
大
和

警
察
署
☎
042
─
566
─
０
１
１
０

へ
。

実
施
し
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
21
日
㈬
午
前
11

時
頃

▽
放
送
対
象
地
域　

市
内
全
域

▽
放
送
内
容　

市
内
52
か
所

の
防
災
行
政
無
線
の
ス
ピ
ー
カ

ー
か
ら
次
の
内
容
が
放
送
さ
れ

ま
す
。

〜
チ
ャ
イ
ム
〜
こ
れ
は
、
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
（
※
３

回
繰
り
返
し
）。
こ
ち
ら
は
ぼ

う
さ
い
東
大
和
で
す
〜
チ
ャ
イ

ム
〜

※
当
日
の
午
前
10
時
45
分
頃
、

防
災
行
政
無
線
及
び
東
大
和
市

　

市
が
発
注
す
る
物
品
の
買
い

入
れ
・
業
務
委
託
・
工
事
の
競
争

入
札
等
に
参
加
を
希
望
す
る
事

業
者
は
、
事
前
に
資
格
審
査
申

請
を
行
い
、
入
札
参
加
資
格
を

取
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

資
格
審
査
申
請
は
「
東
京
電

子
自
治
体
共
同
運
営
サ
ー
ビ
ス
」

の「
電
子
調
達
サ
ー
ビ
ス
」を
利

用
す
る
こ
と
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
り
随
時
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

今
回
は
、「
電
子
調
達
サ
ー
ビ

ス
」
を
利
用
し
な
い
市
内
営
業

事
業
者
の
方
を
対
象
に
、
書
類

に
よ
る
平
成
31
・
32
年
度
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。

▽
業
種　

物
品
・
委
託
、
工
事

▽
受
付
日
時　

12
月
５
日
㈬
・

６
日
㈭
午
前
９
時
〜
正
午
、
午

後
１
時
〜
４
時

▽
受
付
場
所　

市
役
所
201
会
議

室
（
市
役
所
2
階
）

▽
申
請
方
法　

総
務
管
財
課

（
市
役
所
３
階
）
で
配
布
し
て

い
る
「
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
要
領
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

総
務
管
財
課
・
内

線
１
３
４
２
ま
で
。

放置自転車等は撤去します 安全な歩行空間を確保するため、駅近くの放置禁止区域内の歩道などには自転車等を放置しないでください。駅からおおむ
ね８００メートル以内にお住まいの方は、自転車等の利用の自粛をお願いします／問合せ　土木課・内線１２１３まで

市
の
施
策
と
事
務
事
業
を
評
価

平
成
30
年
度

　行
政
評
価

市
の
施
策
と
事
務
事
業
を
評
価

平
成
30
年
度

　行
政
評
価

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

情
報
伝
達
訓
練

　
　
　
　
　
実
施

土砂災害 
についての

説明会
土砂災害防止法に基づき、東京都は土砂

災害警戒区域等指定に向けた調査の結果
を公表しました。 
 つきましては、本調査結果と今後の予定
について説明会を開催します。なお、対象
地域にお住まいの方には個別に案内を配
付します。 
日時　11月29日（木）①午前11時から

②午後７時から 
※①・②は同内容、所要時間はそれぞれ概

ね１時間程度です。 
会場　中央公民館ホール 
対象地域　芋窪、蔵敷、湖畔、奈良橋、

高木、狭山、多摩湖、清水の
一部 

※詳細な対象地域・調査結果は、都建設
　局ホームページ（http://www.kensetsu.
　metro.tokyo.jp/jigyo/river/dosha_saigai
　/map/dosha_r.html）及び防災安全課窓
　口（市役所３階）でご覧になれます。   
問合せ　東京都建設局河川部計画課土

砂災害対策担当☎03-5320-
5429 へ。 

土砂災害 
についての

説明会

障
害
者
理
解
促
進
事
業

障
害
の
あ
る
人
が

　暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に

〜
事
業
主
の
み
な
さ
ん
が

　
　
　
　
　
　
　
　
で
き
る

　
　

配
慮・工
夫・対
応
と
は
〜

市
内
営
業
事
業
者
の
方
へ

入
札
参
加

　　資
格
審
査

　
　　申
請
受
付

ご
協
力
く
だ
さ
い

ロ
ー
ド
レ
ー
ス

　
　
　大
会
に
伴
う

　交
通
規
制

東
大
和
警
察
署

か
ら
の
お
知
ら
せ

北
多
摩
西
部
消
防
署

　か
ら
の
お
知
ら
せ

自
衛
消
防
審
査
会

　
　
　結
果
発
表

市役所☎042−563−2111（代） 平成 3 0 ・ 1 1 ・ 1 5 2東やまと市報



　

皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
車
で
の

来
館
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

幼
児
・
小
学
校
低
学

年
児
童
と
保
護
者

　

狭
山
公
民
館
で
活
動
し
て
い

る
グ
ル
ー
プ
の
日
頃
の
活
動
成

果
を
展
示
・
発
表
し
ま
す
（
詳

細
は
左
表
の
と
お
り
）。

　

わ
ら
べ
う
た
は
、
幼
い
子
ど

も
に
と
っ
て
、
体
で
触
れ
合
い
、

心
地
良
い
言
葉
と
出
会
う
、
豊

か
な
体
験
で
す
。
親
子
の
繋
が

り
を
深
め
、
読
書
の
入
り
口
と

な
る
わ
ら
べ
う
た
を
、
親
子
で

一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▽
対
象　

０
〜
３
歳
の
乳
幼
児

　

公
民
館
は
、
趣
味
や
地
域
の

問
題
を
学
習
す
る
等
市
民
グ
ル

ー
プ
の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
等
で
活
動
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
の
方
と
軽
食
を
作
り

な
が
ら
、
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

　

11
月
27
日
㈫
〜
12
月
7
日
㈮

に
市
役
所
１
階
入
口
ホ
ー
ル
に

て
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
し
た
グ
ル

ー
プ
が
公
民
館
活
動
の
意
義
や

会
の
紹
介
を
行
う
交
流
会
に
参

加
し
ま
す
。
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧

い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

参
加
す
る
グ
ル
ー
プ
以
外
に

も
多
く
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま

す
。
き
っ
と
あ
な
た
の
「
や
り

た
い
」
が
見
つ
か
る
は
ず
で
す
。

　

蔵
敷
公
民
館
は
今
年
で
開
館

40
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
れ
を

記
念
す
る
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

お
気
軽
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ

い
。

◎
ロ
ビ
ー
展
示

　

蔵
敷
公
民
館
の
歴
史
を
振
り

返
る
年
表
な
ど
の
展
示
及
び
皆

さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ー

ナ
ー

▽
日
程　

11
月
30
日
㈮
ま
で

▽
場
所　

蔵
敷
公
民
館
ロ
ビ
ー

◎
懇
親
会

　

林
家
ま
る
子
氏
に
よ
る
小こ

ば
な
し噺
、

近
隣
で
採
れ
た
野
菜
な
ど
で
作

っ
た
と
ん
汁
の
ふ
る
ま
い

▽
日
時　

11
月
25
日
㈰
午
前
10

時
〜
正
午

▽
日
時　

12
月
８
日
㈯
午
前

10
時
〜
11
時

▽
場
所　

狭
山
公
民
館

▽
内
容　

人
形
劇
「
こ
っ
く
り

コ
ー
チ
ン
」、
ア
ニ
メ
映
画「
ト

ム
と
ジ
ェ
リ
ー　

テ
イ
ル
ズ　

サ
ッ
カ
ー
大
好
き
！
編
」

▽
公
演
者　

人
形
劇
団
「
雁か

り

」

▽
定
員　

70
人（
当
日
先
着
順
）

▪
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
狭
山

公
民
館
☎
042
─
565
─
２
７
０
０

ま
で
。

ぜ
ひ
公
民
館
を
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

▽
対
象　

公
民
館
活
動
に
興
味

の
あ
る
方
、
こ
れ
か
ら
公
民
館

活
動
を
始
め
た
い
方

▽
日
時　

12
月
15
日
㈯
午
前

10
時
〜
午
後
1
時

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
定
員　

20
人
（
申
込
順
）

▽
内
容　

交
流
会
・
懇
親
会

▽
料
理
サ
ポ
ー
タ
ー　

み
ん
な

の
料
理（
男
性
料
理
グ
ル
ー
プ
）

▽
費
用　

500
円
（
材
料
費
）

※
申
込
時
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
場
合
の
返
金

は
い
た
し
ま
せ
ん
。

▽
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン

▽
申
込
み　

各
公
民
館

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

申
込
可
。

▽
問
合
せ　

中
央
公
民
館
☎
042

─
564
─
２
４
５
１
ま
で
。

親
子

▽
日
時　

12
月
６
日
㈭
午
前
10

時
30
分
〜
11
時

▽
場
所　

中
央
図
書
館
お
は
な

し
の
へ
や

▽
定
員　

15
組（
当
日
先
着
順
）

▽
内
容　

わ
ら
べ
う
た
、
絵
本

の
読
み
聞
か
せ

▽
問
合
せ　

中
央
図
書
館
☎
042

─
564
─
２
４
５
４
ま
で
。

◎
化
石
発
掘
体
験

　

喜
多
方
市
高
郷
町
エ
リ
ア
は
、

約
１
千
万
年
前
は
海
だ
っ
た
と

言
わ
れ
て
お
り
、
海
に
住
ん
で

い
た
ク
ジ
ラ
や
カ
イ
ギ
ュ
ウ

（
今
で
い
う
ジ
ュ
ゴ
ン
や
マ
ナ

テ
ィ
の
仲
間
）、サ
メ
な
ど
の
骨

や
貝
、
ウ
ニ
の
化
石
が
た
く
さ

ん
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
発
掘

体
験
で
石
の
中
か
ら
実
際
に
化

石
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
開
催
場
所　

カ
イ
ギ
ュ
ウ
ラ

ン
ド
た
か
さ
と
（
喜
多
方
市
高

郷
町
西
羽
賀
宇
和
尚
堂
３
１
６

３
）

▽
所
要
時
間　

約
２
時
間
（
見

学
１
時
間
、
体
験
１
時
間
）

※
要
予
約

▽
持
ち
物　

運
動
靴
、
帽
子
、

タ
オ
ル
、
袋
、
飲
み
物

▽
料
金　

300
円（
入
館
料
除
く
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

カ
イ
ギ

ュ
ウ
ラ
ン
ド
た
か
さ
と
☎
０
２

４
１
─
44
─
２
０
２
４
（
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
30
分
、
月
曜

日
・
年
末
年
始
休
館
）
へ
。

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
火

曜
日
休
館

※
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
に

つ
い
て
は
喜
多
方
観
光
物
産
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http: 

//www.kitakata-kanko.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
喜
多
方
市
の
宿
泊
事
業
や
交

流
事
業
へ
の
補
助
制
度
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
地
域
振
興
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
友
好
都
市
に
関
す
る
問
合
せ

　

地
域
振
興
課
・
内
線
１
７
１
６

ま
で
。

公
民
館
の

　　イ
ベ
ン
ト

狭山公民館まつり
11月24日㈯のイベント 
○開会式　午前10時～10時30分
○展示・発表　午前10時30分～午後3時30分
○他館交流発表　午後0時45分～1時15分
　南街マジッククラブ（南街公民館利用クループ）
○消費生活出前寄席「詐欺の電話にゃもう出んわ」
　午後2時35分～2時55分
○体験コーナー
・茶席体験（自分でお抹茶をたてて飲んでみましょ
う）

　午前10時30分～午後1時／先着30人／費用
100円

・将棋体験
　午後1時30分～3時／定員10人／無料
11月25日㈰のイベント
○展示・発表
　午前10時～午後2時50分
○体験コーナー
・囲碁体験
　午前10時～午後2時30分／定員15人／無料
・水墨画体験
午後0時30分～2時30分／先着10人／費用
100円

○閉会式　午後2時50分～3時
24日㈯・25日㈰両日のイベント
○模擬店等
・実行委員会による子どもの遊び場
　午前10時30分～午後2時30分
・24日のみ：市内共同作業所による販売コーナー
（フランクフルト、オムやきそば等）
・25日のみ：市内共同作業所による販売コーナー
（やきそば、おにぎり等）
○お茶サービスコーナー
　午前10時30分～午後2時30分／無料

  

第５回

外国人と市民との交流会
THE 5TH CROSS CULTURAL FESTIVAL

おしゃべり・ゲームなどをしながら、 
一緒に楽しいひと時を過ごしましょう！

Welcome to this joyous event.Please have fun together.

日時：12月２日（日） Date: December 2nd (sun)
時間：午後０時40分～４時 Time: 0：40ｐm～4：00ｐｍ 
場所：中央公民館ホール Place:Chuo Kominkan Hall 
<プログラム（Program）>
舞台発表 祭りばやし Matsuri Bayashi　弦楽四重奏 String Quartet

横田基地からのバンド演奏 Yokota Air Base Band
体験コーナー 習字 Calligraphy　      着物装試 Trying on Kimonos

茶道 Tea Ceremony　昔遊び Kids’Corner
イベント 外国人によるパフォーマンスコーナー

Performance by Foreigners

参加費は無料です。Free Entrance
盆踊り、素敵な景品があたる抽選会もあります！
Bon Dance and A lottery Party（Winners announced）

主催：東大和市･蔵敷公民館☎042-566-0551
Organized by: Zoshiki Kominkan of Higashiyamato City
協力：日本語の会、にほんご友の会、あつまれ日本語ひろば、国際交流同好
　　　会、公民館利用グループ
Cooperated by:Nihongo-no-kai, Nihongo-tomono-kai,Atumare-Nihongo-
　　　　　　　 Hiroba,International Exchange Club, Kominkan’s group

お
と
な
た
ち
の

 

公
活
パ
ー
テ
ィ

〜
新
し
い
仲
間
に

　
　

  

き
っ
と
出
会
え
る
〜

▽
場
所　

蔵
敷
公
民
館

▽
定
員　

50
人（
当
日
先
着
順
）

※
申
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
車

で
の
来
館
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

蔵
敷
公
民
館
☎
042

─
566
─
０
５
５
１
ま
で
。

友
好
都
市
観
光
情
報

喜
多
方
市
に

　出
か
け
よ
う
！

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

羽
村
市
自
然
休
暇
村
を
利
用
し

や
す
い
よ
う
、
運
営
管
理
事
業

者
と
割
引
協
定
を
締
結
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
、
山
梨
県
の
清

里
高
原
に
あ
る
体
験
型
大
型
宿

泊
施
設
で
、
天
体
観
測
室
、
体

育
館
、
キ
ャ
ン
プ
場
等
を
備
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
季
節
毎
に

フ
ェ
ア
等
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

予
約
は
利
用
日
の
３
か
月
前

か
ら
可
能
（
通
常
料
金
）
と
な

り
、
利
用
日
の
１
か
月
前
か
ら

前
日
ま
で
の
予
約
分
に
つ
い
て

は
羽
村
市
民
と
同
一
価
格
（
割

引
料
金
）
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

▽
施
設
の
所
在
地　

山
梨
県
北

杜
市
高
根
町
清
里
３
５
４
５
─

３
８
７
７

▽
利
用
方
法　

直
接
自
然
休
暇

村
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

▽
電
話　

０
５
５
１
─
48
─
４

０
１
７
／
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０

１
２
０
─
47
─
４
０
１
７
（
携

帯
不
可
）

▽
施
設
案
内　

市
役
所
１
階
入

口
ホ
ー
ル
、
地
域
振
興
課
（
市

役
所
３
階
）
に
て
配
布

▽
問
合
せ　

地
域
振
興
課
・
内

線
１
７
１
６
ま
で
。

羽
村
市
自
然
休
暇
村

清
里
・
八
ヶ
岳

　少
年
自
然
の
家

蔵
敷
公
民
館

　開
館
40
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

自然観察会 
バード 
ウォッチング 
紅葉の林に、冬鳥が渡ってき

ます。空を舞うオオタカや、こ
ずえで鳴くモズ、宅部池（たっ
ちゃん池）のカワセミ等、野鳥
観察を楽しみませんか。 
期日　12月2日㈰ 
集合時間　午前９時 
集合場所　武蔵大和駅下広場 
観察地　都立狭山公園・多摩

湖 
講師　大庭健二氏（都市鳥研

究会幹事）・柴田佳秀
氏（日本鳥学会会員）・
永石文明氏（東京農工
大学講師） 

持ち物　筆記用具・双眼鏡 
申込み　郷土博物館☎042-

567-4800まで。

中
央
図
書
館

わ
ら
べ
う
た
の

　
　お
は
な
し
会

冒険あそびを開催します 11月24日㈯午前10時〜正午、立野西公園で冒険あそびを開催します（雨天中止）。普段公園にはない遊具（つなわたり・竹馬・
お絵かきなど）や工作ブースで遊ぶことができます。対象は幼児から小学生くらいまで／問合せ　青少年課・内線１７４２まで

狭
山
公
民
館
ま
つ
り

見
に
来
て
ね

元
気
な
狭
山
公
民
館

人
形
劇
＆

　
　ア
ニ
メ
鑑
賞
会

市役所☎042−563−2111（代）平成 3 0 ・ 1 1 ・ 1 53 東やまと市報



猫
を　
　
　
　
　

飼
っ
て
い
る
方
へ

中
央
図
書
館
会
議
室

自
習
室
と
し
て　
　

開
放
し
ま
す（
試
行
）

平
成
31
年
度
に
高
等
学

校
・
高
等
専
門
学
校
へ
入

学
す
る
方
へ

奨
学
金
制
度
等
の

　
　
　
　
ご
案
内

ご
利
用
く
だ
さ
い

融
資
あ
っ
せ
ん　

　
　
　
　
　
制
度

　

猫
の
ふ
ん
尿
、
に
お
い
等
に

関
す
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
人
と
猫
が
安

心
で
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め

に
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
飼
育
し

ま
し
ょ
う
。

○
猫
は
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

　

猫
を
外
で
飼
う
こ
と
は
、
近

隣
に
迷
惑
を
か
け
る
場
合
が
あ

リサイクルにご協力ください

～リサイクル協力店を利用しましょう～
　市内には、事業者の負担で資源物の回収を行っているリサイクル協力店があ
ります。リサイクル協力店は、営業時間内であればいつでも利用できます。買
い物へ行く時は、マイバッグに資源（ペットボトルや食品トレイなど）を入れ、
買ったお店に戻すリサイクルにご協力をお願いします。
※市の収集ではありませんので各店舗の回収ルールを守ってご利用ください。
※回収品目以外のものは持ち込まないでください。
※�リサイクル協力店、回収品目等については、市のホームページをご覧くださ
い。

プリンターメーカーと共同でインクカー
トリッジの回収箱を設置しています。

インクカートリッジ
里帰りプロジェクト

問合せ　ごみ対策課
　　　　内線1241まで

▲市のホームペー
ジはこちらからア
クセスできます

都市鉱山からつくる！
みんなのメダルプロジェクト

携帯電話のリサイクル回収にご協力ください
東京2020オリンピック・パラリンピック競技
大会の金・銀・銅メダルを、携帯電話やスマ
ートフォン等から抽出したリサイクル金属で
つくるプロジェクトです。

回収箱設置場所
ごみ対策課窓口（市役所３階）
東大和清水郵便局
東大和南街郵便局
ドコモショップ東大和市駅前店

回収箱設置場所
市役所1階入口ホール
桜が丘市民センター
清原市民センター

※個人情報は消去してからお持ちください。
※設置場所により、回収品目が異なります。
　詳しくは、各回収箱設置場所へご確認ください。

回収したインクカートリッジ

リサイクル

インクカートリッジ　　
その他プラスチック製品

る
ほ
か
、
交
通
事
故
、
感
染
症
、

猫
同
士
の
ケ
ン
カ
等
、
猫
に
と

っ
て
危
険
が
多
く
な
り
ま
す
。

室
内
で
上
下
運
動
が
で
き
る
よ

う
工
夫
を
し
、
専
用
の
ト
イ
レ
、

つ
め
と
ぎ
を
用
意
す
る
等
、
猫

が
室
内
で
過
ご
し
や
す
い
環
境

を
整
え
ま
し
ょ
う
。

○
不
妊
・
去
勢
手
術

　

繁
殖
を
望
ま
な
い
場
合
は
不

妊
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う
。

猫
は
年
に
２
～
３
回
出
産
し
、

あ
っ
と
い
う
間
に
増
え
て
し
ま

い
ま
す
。
手
術
を
行
う
と
、
発

情
期
の
鳴
き
声
、
尿
ス
プ
レ
ー

（
マ
ー
キ
ン
グ
）の
習
慣
、
尿
の

に
お
い
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
交
尾
に
よ
っ
て
感
染
す
る

病
気
が
予
防
で
き
ま
す
。

○
身
元
の
表
示

　

迷
子
に
な
り
飼
い
主
の
も
と

に
戻
る
こ
と
が
で
き
な
い
猫
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
飼
い
猫

に
は
首
輪
を
つ
け
て
、
飼
い
主

の
い
な
い
猫
と
の
区
別
が
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
動
物
に
関
す
る
相
談
先　

東

京
都
動
物
愛
護
相
談
セ
ン
タ
ー

多
摩
支
所
☎
042
―
581
―
７
４
３

５▽
問
合
せ　

環
境
課
・
内
線
１

２
７
２
ま
で
。

　

東
京
都
私
学
財
団
等
の
機
関

で
は
、
高
校
生
等
を
対
象
と
し

た
教
育
費
助
成
・
奨
学
金
制
度

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

各
制
度
の
詳
し
い
内
容
は
、

11
月
に
市
立
中
学
校
の
３
年
生

の
全
世
帯
に
配
布
し
た
案
内
ま

た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

◎
事
業
資
金
融
資
の
あ
っ
せ
ん

　

小
規
模
事
業
を
営
ん
で
い
る

方
、
新
た
に
事
業
を
始
め
よ
う

と
す
る
方
に
対
す
る
事
業
資
金

の
融
資
に
つ
い
て
、
市
内
の
金

融
機
関
へ
あ
っ
せ
ん
す
る
制
度

で
す
。
申
込
条
件
及
び
融
資
条

件
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

◎
中
小
企
業
勤
労
者
生
活
資
金

融
資
の
あ
っ
せ
ん

　

市
内
在
住
の
中
小
企
業
勤
労

　

中
央
図
書
館
で
は
12
月
～ 

平
成
31
年
３
月
の
間
の
土
・
日

曜
日
に
、
試
行
的
に
会
議
室
を

自
習
室
と
し
て
開
放
し
ま
す
。

▽
対
象　

小
学
５
年
生
～
高
校

生
及
び
進
学
希
望
者
で
東
大
和

市
の
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
を
持

っ
て
い
る
方

▽
日
時　

12
月
～
平
成
31
年
３

月
の
間
の
土
・
日
曜
日
及
び
12

月
21
日
㈮
～
１
月
９
日
㈬
午
前

10
時
30
分
～
午
後
４
時
45
分

※
中
央
図
書
館
事
業
実
施
日
及

び
休
館
日
は
除
き
ま
す
。

▽
場
所　

中
央
図
書
館
２
階
会

議
室

▽
定
員　

18
人（
当
日
先
着
順
）

▽
利
用
内
容　

個
人
で
の
自
習

に
限
り
ま
す
。グ
ル
ー
プ
学
習
、

話
し
合
い
、
会
議
室
内
で
の
飲

食
は
禁
止
で
す
。

▽
利
用
方
法　

中
央
図
書
館
２

階
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
室
で
図
書

館
利
用
カ
ー
ド
を
預
け
、
自
習

利
用
券
を
受
け
取
っ
て
か
ら
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

中
央
図
書
館
☎
042

―
564
―
２
４
５
４
ま
で
。

覧
く
だ
さ
い
。

【
主
な
教
育
費
助
成
制
度
】

〇
授
業
料
軽
減
助
成
（
給
付
）

　

私
立
校
の
み
対
象
と
な
り
ま

す
。
高
校
等
進
学
後
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▽
助
成
内
容　

世
帯
の
前
年
収

入
に
応
じ
て
、年
額
一
五
万
二
、

〇
〇
〇
円
～
三
三
万
二
〇
〇
円

を
助
成
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

東
京
都
私
学
就
学

者
に
対
す
る
生
活
資
金
の
融
資

に
つ
い
て
、
指
定
の
金
融
機
関

へ
あ
っ
せ
ん
す
る
制
度
で
す
。

▽
申
込
要
件　

①
市
内
に
１
年

以
上
居
住
し
、
同
一
事
業
所
に

１
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
こ
と
。

②
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

③
資
金
の
使
途
が
適
切
で
返
済

能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

▽
融
資
額　

教
育
資
金
、
医
療

・
出
産
資
金
、
冠
婚
葬
祭
資
金

は
80
万
円
以
内
。
住
宅
等
改
修

資
金
は
100
万
円
以
内
。

▽
利
率　

年
1.8
％

▽
返
済
期
間　

５
年
以
内

▪
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
産
業

振
興
課
・
内
線
１
０
７
１
ま
で
。

支
援
金
セ
ン
タ
ー
☎
03
─
５
２

０
６
─
７
９
２
５
へ
。

【
主
な
奨
学
金
制
度
】

〇
東
京
都
育
英
資
金
（
貸
付
）

　

東
京
都
内
に
在
住
し
、
高
校

等
に
在
籍
し
て
い
る
方
が
対
象

と
な
り
ま
す
。
高
校
等
進
学
後

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

東
京
都
私
学
財
団

☎
03
─
５
２
０
６
─
７
９
２
９

へ
。

事業資金融資の申込要件
個人 法人

居住等
市内に１年以上居住し、
都内で１年以上事業を営
んでいること

主たる事業所等を市内に
有し、１年以上事業を営
んでいること

従業員数 20人以下（商業等は５人以下）であること
市税の完納 申込者名義で完納 法人名義で完納
保証人 不要 代表者
信用保証 東京信用保証協会の保証対象業種であること
※独立開業資金は、申込要件が異なります。お問い合わせください。
事業資金融資の融資条件

運転資金 設備資金 不況対策特
別運転資金

独立開業
資金

融資限度額 500万円 700万円 300万円 500万円
償還期間 ５年以内 ７年以内 ５年以内 ５年以内
利率 小口事業資金1.9％、特例小口零細企業資金1.8％
利子補給 50％ 50％ 70％ 50％
その他 ― 見積書が必要 別途要件あり 別途要件あり

※不況対策特別運転資金及び独立開業資金は、小口事業資金のみの制度です。

ひとり親家庭等の手当・助成制度等のご案内　　　　　　　　
　受給するには申請が必要です。ひとり親になった、父・母または児童に障害があるなどの理由により、以下の支給要件に該当する場合はご相談ください。
所得制限や申請に必要な書類等は、お問合せいただくか市のホームページをご覧ください。所得が下がったことなどにより新たに制度の対象となる場合は、
他の制度を受けていても申請しないと受給できません。

名称 所得制限 児童の年齢・支給要件 手当月額・助成内容等

児童扶養手当
あり

※申請者、扶養義務
者（同居親族）、配偶
者

18歳に達した日以
後の最初の3月31
日まで
※一定の障害があ
る場合は20歳未満

次のいずれかの状態にある児童を養育している方
・父母が婚姻を解消
・父または母が死亡
・父または母が重度の障害を有する
・父または母が保護命令を受けた
・父または母が生死不明
・父または母に引き続き１年以上遺棄されている
・父または母が引き続き１年以上拘禁されている
・婚姻によらないで生まれた　　など

１人目10,030円～42,500円
２人目5,020円～10,040円
３人目以降3,010円～6,020円
※受給者の所得により変動。

ひとり親家庭等
医療費助成制度

受給者と子の保険診療分の自己負担額
が３割から1割になる。住民税非課税
世帯は自己負担０円。
※食事療養標準負担額等の自己負担あり。

児
童
育
成
手
当

育成手当
あり

※申請者、配偶者

18歳に達した日以
後の最初の3月31
日まで

児童1人につき13,500円

障害手当 20歳未満
次のいずれかに該当する児童を養育している方
・「身体障害者手帳」１・２級程度	
・「愛の手帳」１～３度程度
・脳性まひ、進行性筋萎縮症

児童1人につき15,500円

問合せ　子育て支援課・内線1761～1763

11月23日（祝日）のごみ収集は、ごみ排出カレンダーのとおりです ごみ排出カレンダーは、市役所１階入口ホール、ごみ対策課（市役所３階）、
市民センター、公民館で配布しています。／ごみ対策課・内線1241まで

市役所☎042−563−2111（代） 平成 3 0 ・ 1 1 ・ 1 5 4東やまと市報



金
婚
祝
状
を
　
　

　
　
贈
呈
し
ま
す

ご利用ください

平成30年度
高齢者福祉サービス

ご
存
じ
で
す
か高

齢
者
見
守
り
ぼ
っ
く
す

　

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
希
望
す
る
方
は
、

下
表
の
問
合
せ
先
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▽
高
齢
者
ほ
っ
と
支
援

セ
ン
タ
ー
の
所
在
地
等

左
表
の
と
お
り

名称 所在地・電話番号 担当地域
高齢者ほっと支援センター
いもくぼ

芋窪3-1611-1
☎042-563-8777

多摩湖、芋窪、蔵敷、奈良橋、湖
畔、高木、狭山、上北台1・2丁目

高齢者ほっと支援センター
きよはら

清原1-1 34号棟1階
☎042-590-1138

清水、仲原、向原、清原、新堀

高齢者ほっと支援センター
なんがい

南街2-49-3 在宅サポートセンター
内☎042-566-8133

上北台3丁目、桜が丘、立野、中
央、南街

対象
年齢等 事業名 対象者 サービス内容 費用 問合せ

60歳
以上 さわやかサービス 掃除・買い物等でお困りの方 日常生活上の家事援助を行います。　 １時間　970円（時間帯

によっては1,180円）
社会福祉協議会
☎042-567-001３

お
お
む
ね
65
歳
以
上

緊急通報システム ひとり暮らし、高齢者のみの世帯、日中独居の方 緊急連絡用の無線発報器と生活リズムセンサー（一定時
間、扉等の開閉がない場合に通報）を貸与します。

無

高齢者見守りぼっくす
（下表参照）

火災安全システム 在宅で重度の要介護の方、心身機能の低下に伴い
防火等の配慮が必要な高齢者のみの世帯

住宅用防火機器（火災警報器、自動消火装置、ガス安全
システム、電磁調理器、家庭内で火災が発生した時に東
京消防庁へ自動通報できる器機等）を給付または貸与し
ます。

高齢者ほっと支援セン
ターまたは高齢介護課
・内線117６

見守り・声かけ活動 市内在住のおおむね65歳以上の方 地域のボランティアが見守りや声かけを行います。

社会福祉協議会
☎042-564-0012東大和元気ゆうゆう

ポイント事業 市内在住のおおむね65歳以上の方

東大和元気ゆうゆう体操など介護予防に役立つ活動に参
加すると1回参加するごとに1ポイントがもらえます。ポ
イントは配布された手帳（無料）にスタンプを押しても
らいます。所定のポイントを貯めると、景品と交換でき
ます。

65
歳
以
上

安心見守り・
食事サービス

ひとり暮らし、高齢者のみの世帯、日中独居で買
い物や炊事が困難な方（家族と同居の方も含む）

昼食を毎日（希望の曜日を選択可。年末年始は除く）業
者がお届けするとともに、安否確認を行います。

１食500円
※生活保護受給者の方
は負担軽減が有

高齢者ほっと支援セン
ターまたは高齢介護課
・内線117６

生活支援
ショートステイ

要介護認定等申請した結果、非該当となった方で
同居家族が日常生活上の援助をできない場合

市内の特別養護老人ホームに短期間宿泊してもらうこと
で生活を支援します。利用できる期間は原則７日間まで。

１日2,200円
※生活保護受給者・市
民税非課税世帯の方は
負担軽減が有

自立支援日常生活
用具の給付

要介護認定等を申請した結果、非該当となった方
のうち生活機能の低下した方

腰掛便座・入浴補助用具・スロープ・歩行支援用具を給
付します。※事前申請が必要です。

1割負担（一定額以上の
所得がある方は２割又
は３割負担）住宅改修の給付

要介護認定等を申請した結果、非該当となった方
のうち生活機能の低下した方

転倒予防・動作の容易性の確保等のため、住宅改修費の
一部を給付します。※事前申請が必要です。

要介護認定等を受けた方 転倒予防・動作の容易性確保、介護者の負担軽減等のため、
設備改修費の一部を給付します。※事前申請が必要です。

認知症高齢者等居場所
お知らせサービス

外出して時々自宅に戻れないなどの行動がある在
宅の認知症高齢者等を介護している方

居場所探索専用端末機器を貸与します。電話等で高齢者
等の居場所をお知らせします。 原則有

寝具の乾燥・
水洗い

在宅で寝たきりの状態等で寝具を衛生的に管理す
ることが困難な状況にある方

寝具乾燥等を行います。（乾燥/月１回・水洗い/年２回。
ただし、水洗いを実施する月は、乾燥は実施しません。）

無おむつの貸与・
支給 在宅で寝たきりの方等

1日につき布おむつ10枚以内を貸与、または１か月につき
紙おむつ45枚以内を支給します。紙おむつ、布おむつの
配布及び布おむつの回収は業者が行います。

理･美容券の支給 在宅で寝たきりの方等 年４枚の理・美容券を支給します（申請時期により１～
３枚になります）。

老人性白内障眼鏡等
購入費助成

老人性白内障のため水晶体摘出手術を行ったが、
身体上の理由で眼内レンズ挿入手術を受けられな
い、手術時65歳以上で所得が一定範囲内の方

特殊眼鏡及びコンタクトレンズの購入費の一部を助成し
ます。限度額は40,000円（特殊眼鏡）または25,000円（コ
ンタクトレンズ）です。

限度額を超えた場合は
有 高齢介護課・内線1716

70
歳
以
上

家具転倒防止
器具等取付

70歳以上または70歳以上の方と①身体障害者手帳
２級以上、②愛の手帳、③精神障害者保健福祉手
帳2級以上の交付を受けた方で構成された世帯

災害時の家具等転倒防止のために、転倒防止器具等を取
り付けします。　随時申請することができます。

無（取り付けには
上限があります）

高齢者ほっと支援セン
ターまたは高齢介護課
・内線117６

シルバーパスの
交付 70歳以上の方 一般社団法人東京バス協会が都内民営バスと都営交通に

乗車できるパスを交付します。 有 東京バス協会
☎03-5308-6950

慶
祝
事
業

敬老金の支給 88歳・99歳の方（９月15日現在） 9月15日～30日に民生委員が訪問します（申請不要）。
無 高齢介護課・内線1176長寿祝金等の

支給 最高齢者及び100歳以上の方 最高齢者の方には４月、100歳以上の方には誕生月または
翌月に訪問し、祝金と花束をお贈りします（申請不要）。

ケ
ア
ラ
ー（
介
護
者
等
）

支
援
事
業

こころの相談（予約制）
市内にお住まいの認知症の方、介護が必要な方、
その介護者（市外にお住まいの方を介護している
方を含む）

臨床心理士等の資格を持った相談員に、介護に対する気
持ちの整理方法、お互いの接し方、認知症や障害への不
安や悩み等を相談できます。

無 東大和市総合福祉セン
ターは～とふる
☎042-516-3982ケアラーズカフェ

ほのぼの
市内にお住いの認知症の方、介護が必要な方、そ
の介護者、認知症や介護に関心のある方

情報交換や認知症・介護に関するミニ講座などを行って
います。毎月第４木曜日午後１時30分から総合福祉セン
ターは～とふるで開催します。

１回200円

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
方
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
、
高
齢

者
の
見
守
り
支
援
を
専
門
と

し
た
相
談
窓
口
と
し
て
、
市

内
３
か
所
に
高
齢
者
見
守
り

ぼ
っ
く
す
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
こ
の
事
業
は
社
会
福
祉

法
人
及
び
社
会
医
療
法
人
財

団
に
委
託
し
て
運
営
し
、
社

会
福
祉
士
等
の
資
格
を
持
っ

た
相
談
員
が
電
話
相
談
や
高

齢
者
宅
の
戸
別
訪
問
、
高
齢

者
を
見
守
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
等
を
行
い
ま
す
。
主
な

業
務
は
次
と
お
り
で
す
。

・
在
宅
高
齢
者
の
生
活
状
況

の
把
握
・
見
守
り

　

関
係
機
関
や
地
域
住
民
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
を
収
集

し
、
必
要
に
応
じ
て
戸
別
訪

問
・
電
話
連
絡
を
行
い
ま
す
。

・
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等

の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
支

援
　

見
守
り
が
必
要
な
高
齢
者

に
対
し
、
民
生
委
員
や
自
治

会
、
関
係
機
関
等
と
連
携
し

て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、

見
守
り
支
援
を
行
い
ま
す
。

・
民
間
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

の
設
置
や
発
報
が
あ
っ
た
際

の
対
象
者
の
状
況
把
握

　

民
間
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

の
設
置
相
談
に
応
じ
、
発
報

が
あ
っ
た
時
は
、
必
要
に
応

じ
て
対
象
者
の
状
況
を
確
認

し
ま
す
。

・
在
宅
高
齢
者
や
家
族
等
か

ら
の
相
談
対
応

　

地
域
の
高
齢
者
や
家
族
等

　

市
で
は
、
市
内
に
住
所
の

あ
る
結
婚
50
年
を
経
過
し
た

ご
夫
婦
（
昭
和
43
年
４
月
１

日
～
昭
和
44
年
３
月
31
日
に

婚
姻
届
を
提
出
さ
れ
た
ご
夫

婦
）
に
祝
状
を
お
贈
り
し
て

か
ら
の
様
々
な
相
談
に
応
じ
、

専
門
的
な
対
応
が
必
要
な
場

合
は
、
高
齢
者
ほ
っ
と
支
援

セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機
関
に

つ
な
ぎ
ま
す
。

※
高
齢
者
見
守
り
ぼ
っ
く
す

で
は
、
地
域
に
住
む
高
齢
者

の
生
活
状
況
等
を
把
握
す
る

た
め
に
戸
別
訪
問
し
て
い
ま

す
の
で
、
訪
問
の
際
は
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・

内
線
１
１
７
６
ま
で
。

高齢者見守りぼっくす　ならはし
所 在 地：奈良橋4-600奈良橋市民センター2階老人福祉センター内
開所日時：火～土曜日（祝日、年末年始を除く）午前９時～午後５時
電話番号：042-566-8871
担当区域：多摩湖、芋窪、蔵敷、奈良橋、湖畔、高木、狭山、
　　　　　上北台1・2丁目
委託法人：社会福祉法人向会
高齢者見守りぼっくす　しんぼり
所 在 地：新堀3-6-1 新堀地区会館内
開所日時：月～水・金・土曜日（祝日、年末年始を除く）
　　　　　午前９時～午後５時
電話番号：042-516-9916
担当区域：清水、仲原、向原、清原、新堀
委託法人：社会福祉法人多摩大和園
高齢者見守りぼっくす　なんがい
所 在 地：南街2-49-3 在宅サポートセンター内
開所日時：火～土曜日（祝日、年末年始を除く）午前９時～午後５時
電話番号：042-590-1330
担当区域：上北台3丁目、桜が丘、立野、中央、南街
委託法人：社会医療法人財団大和会

い
ま
す
。
申
込
み
は
随
時
受

付
し
て
い
ま
す
が
、
祝
状
を

贈
呈
す
る
の
は
50
年
を
経
過

し
た
日
以
降
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
前
年
度
に
申
込
み

で
き
な
か
っ
た
ご
夫
婦
（
昭

和
42
年
４
月
１
日
～
昭
和
43

年
３
月
31
日
の
間
に
婚
姻
届

を
提
出
さ
れ
た
ご
夫
婦
）
も

対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
は
高
齢
介
護

課
（
市
役
所
２
階
）
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

印

鑑（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）、

戸
籍
の
全
部
事
項
証
明
書
ま

た
は
戸
籍
謄
本
（
３
か
月
以

内
に
発
行
さ
れ
た
も
の
）

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・

内
線
１
１
７
６
ま
で
。

市役所☎042−563−2111（代）平成 3 0 ・ 1 1 ・ 1 55 東やまと市報



■
ち
ょ
こ
バ
ス
に
広
告
を
出
し

ま
せ
ん
か

　

年
間
約
15
万
人
が
利
用
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
ち
ょ
こ

バ
ス
）
に
広
告
を
掲
出
す
る
こ

と
で
、
多
く
の
人
た
ち
の
目
に

と
ま
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
に

密
着
し
た
宣
伝
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

車
内
広
告　

額
面
ポ
ス
タ
ー
を

車
内
に
貼
り
出
し
ま
す
／
車
内

放
送　

停
留
所
名
を
案
内
す
る

時
に
音
声
に
て
広
告
を
流
し
ま

す
／
バ
ス
停
留
所
広
告　

広
告

ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
り
出
し
ま
す

／
西
武
バ
ス
㈱
事
業
部
開
発
課

☎
04
―
２
９
９
５
―
８
１
３
２
へ
。

■
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
（
ビ
ジ

ネ
ス
ト
）
創
業
準
備
・
新
規
事

業
コ
ー
ス
（
平
成
31
年
１
月
１

日
利
用
開
始
） 

　

創
業
準
備
・
新
規
事
業
コ
ー

ス
と
は
、
創
業
に
興
味
が
あ
る
、

創
業
を
目
指
し
て
い
る
個
人
、

創
業
間
も
な
い
法
人
へ
一
人
ひ

と
り
に
合
わ
せ
た
専
属
サ
ポ
ー

タ
ー
が
支
援
サ
ー
ビ
ス
（
ビ
ジ

ネ
ス
ア
イ
デ
ア
構
築
、
テ
ス
ト

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
プ
レ
ゼ
ン

資
料
作
り
等
）
を
行
う
コ
ー
ス

で
す
。
各
コ
ー
ス
の
支
援
サ
ー

ビ
ス
内
容
、
利
用
料
金
、
利
用

可
能
期
間
等
詳
細
は
「
中
小
機

構
ビ
ジ
ネ
ス
ト
」
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
／
申
込

期
限　

11
月
30
日
㈮
／
Ｂ
ｕ
ｓ

報
管
理
課
・
内
線
１
３
７
１
ま

で
。

■
な
ん
が
い
児
童
館
～
「
な
ん

が
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１

８
」
を
開
催
し
ま
す

　

楽
し
い
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
や

模
擬
店
な
ど
行
い
ま
す
。

　

12
月
１
日
㈯
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
30
分
／
チ
ケ
ッ
ト
（
１

枚
100
円
）
は
な
ん
が
い
児
童
館

で
販
売
中
。
チ
ケ
ッ
ト
は
無
く

な
り
次
第
終
了
で
す
／
な
ん
が

い
児
童
館
☎
042
―
567
―
２
４
４

１
ま
で
。

■
新
築
・
増
改
築
等
す
る
前
に

市
役
所
に
届
出
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す

　

市
内
に
は
、
建
築
物
の
新
築

や
増
改
築
等
を
行
う
場
合
に
、

工
事
着
手
の
30
日
前
ま
で
に
市

へ
届
出
が
必
要
と
な
る
地
区
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
届
出
が
必
要

と
な
る
地
区
に
は「
地
区
計
画
」

と
い
う
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル

が
あ
り
、
建
物
の
使
い
道
・
高

さ
・
色
彩
、
敷
地
の
大
き
さ
な

ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
地
区
計
画
」
が
決
定
し
て
い

る
地
区　

①
湖
畔
二
丁
目
地
区

②
向
原
団
地
地
区
③
上
北
台
駅

周
辺
地
区
④
立
野
一
丁
目
地
区

⑤
桜
が
丘
二
丁
目
地
区
⑥
清
水

六
丁
目
・
狭
山
五
丁
目
地
区
⑦

立
川
東
大
和
線
沿
線
地
区
⑧
芋

窪
六
丁
目
・
上
北
台
一
丁
目
地

区
⑨
東
京
街
道
団
地
地
区
／
都

市
計
画
課
・
内
線
１
２
５
５
ま

で
。

◎
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

　

市
内
在
住
で
、
今
ま
で
に
市

の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
け

て
い
な
い
40
歳
以
上
の
方
／
平

成
31
年
１
月
４
日
㈮
～
２
月
28

日
㈭
（
医
療
機
関
の
休
診
日
は

除
く
）
／
場
所　

指
定
医
療
機

関
／
100
人
／
問
診
、
血
液
検
査

◎
子
宮
頸
が
ん
検
診
（
後
期
）

　

市
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
女

性
。
た
だ
し
、
次
の
方
は
除
く

（
平
成
29
年
４
月
～
平
成
30
年

12
月
に
市
ま
た
は
ク
ー
ポ
ン
券

に
よ
る
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
受

け
た
方
、
今
年
度
子
宮
頸
が
ん

検
診
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
の
方
、

子
宮
頸
が
ん
の
治
療
中
・
経
過

観
察
中
の
方
）
／
平
成
31
年
１

月
４
日
㈮
～
２
月
28
日
㈭
（
医

療
機
関
の
休
診
日
は
除
く
）：
阿

部
産
婦
人
科
、
川
田
医
院
、
東

大
和
病
院
附
属
セ
ン
ト
ラ
ル
ク

リ
ニ
ッ
ク
、
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ

ニ
ッ
ク
マ
リ
ア
ヴ
ィ
ラ
／
825
人

／
問
診
、
子
宮
頸
部
の
細
胞
採

取
と
検
査

【
検
診
の
申
込
方
法
】

・
は
が
き
：
次
の
と
お
り
記
入

し
、
12
月
８
日
㈯（
消
印
有
効
）

ま
で
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
人
１

検
診
の
申
込
み
と
し
ま
す
。
子

宮
頸
が
ん
検
診
は
第
１
～
３
希

望
医
療
機
関
を
記
入
。

・
窓
口
：
12
月
７
日
㈮
午
後
５

時
ま
で
に
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
電
子
申
請
（
子
宮
頸
が
ん
検

診
の
み
）：
12
月
８
日
㈯
ま
で
に
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
初
め
て
の
方
を
優
先
。
申
込

み
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
実
施
。

※
12
月
下
旬
に
、
受
診
可
能
な

方
へ
検
診
票
を
送
付
予
定
。

※
申
込
み
の
問
合
せ
は
、
12
月

７
日
㈮
午
後
５
時
ま
で
に
お
願

い
し
ま
す
。

※
申
込
み
に
不
備
が
あ
る
場
合

は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

▪
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565
―
５

２
１
１
ま
で
。

ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
（
ビ
ジ
ネ
ス
ト
）

担
当
☎
042
―
565
―
１
１
９
５
へ
。

■
商
工
会
主
催
「
創
業
塾
５
日

間
コ
ー
ス
」
受
講
生
の
募
集

　

起
業
に
興
味
が
あ
る
方
、
起

業
し
て
間
も
な
い
方
向
け
に
、

多
彩
な
分
野
で
活
躍
す
る
専
門

家
が
講
師
と
な
っ
て
、
起
業
に

向
け
た
基
礎
知
識
や
実
務
ノ
ウ

ハ
ウ
を
体
系
的
に
学
べ
る
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
先
輩
起

業
家
の
経
験
や
日
本
政
策
金
融

公
庫
・
東
京
信
用
保
証
協
会
の

現
役
実
務
担
当
者
か
ら
見
た
融

資
の
ポ
イ
ン
ト
等
、
実
践
的
で

役
立
つ
情
報
満
載
で
す
。

　

平
成
31
年
１
月
19
日
・
26
日
、

２
月
２
日
・
９
日
・
16
日
の
各

土
曜
日
午
前
10
時
～
午
後
４
時

30
分
／
場
所　

東
京
都
労
働
相

談
情
報
セ
ン
タ
ー
国
分
寺
労
政

会
館
／
定
員　

40
人（
申
込
順
）

／
費
用　

五
、
〇
〇
〇
円
／
東

京
都
商
工
会
連
合
会
☎
042
―
500

―
３
８
８
５
へ
。

■
「
経
営
者
・
後
継
者
が
新
た

な
ヒ
ン
ト
を
つ
か
む
き
っ
か
け

セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

　

市
内
事
業
者
の
方
を
対
象
に
、

お
も
し
ろ
い
、
楽
し
い
と
評
判

の
講
師
を
招
き
、
少
し
で
も
経

営
の
ヒ
ン
ト
を
つ
か
み
、
売
上

ア
ッ
プ
を
実
現
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
無
料
で
実

施
し
ま
す
。
市
内
で
事
業
を
営

ん
で
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

第
１
回
11
月
19
日
㈪
、
第
２

回
11
月
29
日
㈭
、
第
３
回
12
月

10
日
㈪
各
回
午
後
７
時
30
分
～

９
時
30
分
／
場
所　

東
大
和
市

商
工
会
館
／
講
師　

大
木
ヒ
ロ

シ
氏
（
ジ
ャ
イ
ロ
総
合
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
㈱
顧
問
）
／
申
込

方
法　

セ
ミ
ナ
ー
チ
ラ
シ
裏
面

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記

■
初
め
て
の
離
乳
食
講
習
会

（
４
～
６
か
月
）

　

生
後
４
～
６
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／
12
月
５
日
㈬
午
後
１

時
30
分
～
３
時
／
場
所　

市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
／
20
人
（
申
込

順
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

電
子
申
請
で
も
受
け
付
け
ま
す
）

／
離
乳
食
の
進
め
方
・
作
り
方

の
話
、
試
食
（
保
護
者
の
み
）

／
母
子
健
康
手
帳
、 

筆
記
用
具
、

お
ん
ぶ
ひ
も
ま
た
は
だ
っ
こ
ひ

も■
簡
単
に
作
れ
る
離
乳
食
講
習

会
（
７
～
11
か
月
）

　

生
後
７
～
11
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／
12
月
12
日
㈬
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分
／
場
所

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
20
人

情報マップ

（
申
込
順
）／
保
育
室
有
り（
15

人
。
申
込
順
）
／
離
乳
食
の
進

め
方
の
話
、
調
理
実
習
、
試
食

（
親
子
）
／
母
子
健
康
手
帳
、

筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
バ
ス
タ
オ
ル

■
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」
中

止
の
お
知
ら
せ

　

12
月
５
日
㈬
に
市
立
保
健
セ

ン
タ
ー
で
予
定
し
て
い
ま
し
た

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」
は
、

都
合
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
次
回
開
催
予
定
は
平
成
31

年
２
月
６
日
㈬
で
す
。

▪
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565

―
５
２
１
１
ま
で
。

■
医
療
券（
気
管
支
ぜ
ん
息
）の

更
新
を
忘
れ
ず
に

　

認
定
期
間
満
了
後
も
引
き
続

き
助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
更

新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

・
書
類
は
有
効
期
限
満
了
の
約

２
か
月
前
に
東
京
都
か
ら
届
き

ま
す
。
書
類
が
届
か
な
い
場
合

は
、
各
区
市
町
村
の
窓
口
に
備

え
て
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
東

京
都
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

・
有
効
期
間
満
了
の
１
か
月
前

を
目
安
に
各
区
市
町
村
の
窓
口

で
更
新
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
18
歳
以
上
の
方
は
、
有

効
期
間
満
了
ま
で
に
更
新
手
続

き
を
行
わ
な
い
場
合
、
資
格
喪

失
と
な
り
、
再
度
認
定
を
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

◎
東
京
都
大
気
汚
染
医
療
制
度

　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
に

対
し
て
、
認
定
さ
れ
た
疾
病
の

治
療
に
要
し
た
医
療
費
の
う
ち
、

保
険
適
用
後
の
自
己
負
担
額
を

助
成
し
ま
す
。

対
象　

次
の
①
～
⑤
の
要
件
を

全
て
満
た
す
方

①
18
歳
未
満
（
18
歳
以
上
の
方

の
新
規
申
請
の
受
付
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
）

②
気
管
支
ぜ
ん
息
・
慢
性
気
管

支
炎
・
ぜ
ん
息
性
気
管
支
炎
・

肺
気
し
ゅ
（
こ
れ
ら
の
続
発
性

を
含
む
）
に
罹り

　
か
ん患
し
て
い
る

③
都
内
に
引
き
続
き
１
年
（
３

歳
未
満
は
６
か
月
）
以
上
住
所

を
有
す
る
（
都
内
住
民
登
録
が

必
要
）

④
健
康
保
険
等
に
加
入
し
て
い
る

⑤
喫
煙
し
て
い
な
い

▪
以
上
の
問
合
せ
は
、
手
続
に

つ
い
て
は
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
042
―
565
―
５
２
１
１
、
制
度

に
つ
い
て
は
東
京
都
福
祉
保
健

局
環
境
保
健
衛
生
課
☎
03
―
５

３
２
０
―
４
４
９
１
へ
。

■
第
四
次
東
大
和
市
情
報
化
推

進
計
画
（
案
）
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

　

市
で
は
、
情
報
化
施
策
を
推

進
す
る
た
め
、
平
成
31
年
度
か

ら
平
成
33
年
度
ま
で
を
計
画
期

間
と
し
た
第
四
次
東
大
和
市
情

報
化
推
進
計
画
の
策
定
を
進
め

て
い
ま
す
。
策
定
に
あ
た
り
、

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

等
か
ら
意
見
を
募
集
す
る
た
め
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

し
ま
す
。

意
見
募
集
期
間　

12
月
１
日
㈯

～
平
成
31
年
１
月
４
日
㈮
／
情

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
・

子
宮
頸
が
ん
検
診

入
の
う
え
、
東
大
和
市
商
工
会

窓
口
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
042
―

562
―
１
５
３
０
）
で
提
出
／
チ

ラ
シ
（
申
込
書
）
は
市
の
ホ
ー

東大和市中央 3-918-1
東大和市立保健センター  行
｢〇〇検診｣

（希望する検診名を必ず明記）
　　　　　　　

１．申込者の住所
２．氏名（ふりがな）
３．生年月日・年齢・性別
　【子宮頸がん検診の場合　以下も記入】
　４．医療機関名
　第１希望　○○医療機関名
　第２希望　○○医療機関名
　第３希望　○○医療機関名
　※必ず第３希望までの医療機関名
　を記入してください。

　（はがき裏）

　（はがき表）
２ ０ ７－０ ０ １ ５  62円分

の切手

▲昨年の「なんがいフェスティバル」

▽
対
象　

市
民
の
方
で
次
に
該

当
す
る
方

①
19
歳
以
上
で
妊
娠
を
予
定
・

希
望
す
る
女
性

②
①
の
同
居
者

③
妊
婦
の
同
居
者

▽
場
所　

指
定
医
療
機
関

　

そ
の
他
要
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
細
や
風
し
ん
の
予
防
接

種
に
つ
い
て
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ま
た
は
市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
☎
042
―
565
―
５
２
１
１
ま
で
。

風
し
ん
の
抗
体
検
査
が

無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す

ム
ペ
ー
ジ
、
産
業
振
興
課
窓
口
、

東
大
和
市
商
工
会
等
で
取
得
で

き
ま
す
／
東
大
和
市
商
工
会
☎

042
―
562
―
１
１
３
１
へ
。

利用した覚えのない架空請求にご注意を 全国的にまったく根拠のない架空請求が横行し、市内でもハガキやメール、封書が送られてきたとの情報が寄せら
れています。書かれている連絡先には連絡せず無視するかご相談ください／消費生活センター・内線1713まで
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セ
ル
）・
パ
ソ
コ
ン
周
辺
機
器
設

定
、
毛
筆
宛
名
・
賞
状
書
き
な

ど
、
お
困
り
事
が
あ
り
ま
し
た

ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、

料
金
は
仕
事
の
内
容
に
よ
り
異

な
り
ま
す
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
☎
042
―
565
―
０
５
３
１

へ
。

市税・国民健康保険税はインターネットを利用してクレジットカードで24時間納付できます／問合せ　納税課・内線1041まで

■
介
護
家
族
の
会
し
ゃ
ぼ
ん
玉

（
ま
め
の
会
）
／
高
齢
者
を
介

護
し
て
い
る
方
、
経
験
者
他
／

11
月
18
日
㈰
午
前
10
時
～
11
時

45
分
／
■場
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん

ど
う
ま
め
／
10
人
位
／
介
護
の

話
や
情
報
交
換
／
認
知
症
の
家

族
同
伴
の
場
合
は
事
前
予
約
／

■費
100
円
／
■問
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え

ん
ど
う
ま
め
042
―
565
―
９
７
７

８■
木
目
込
人
形
干
支
い
の
し
し

講
習
会（
手
工
芸
連
盟
紫
翠
会
）

／
市
民
／
11
月
21
日
㈬
・
28
日

㈬
午
前
10
時
～
午
後
３
時
／
■場

中
央
公
民
館
／
各
日
15
人
（
申

込
順
）
／
■講
榊
枝
嘉
子
／
■費
千

二
百
円
～
四
千
五
百
円
／
■持
目

打
ち
、
は
さ
み
、
お
し
ぼ
り
、

エ
プ
ロ
ン
／
■申
11
月
20
日
ま
で

に
島
袋
042
―
565
―
３
３
４
９
へ

■
押
花
倶
楽
部
パ
ー
プ
ル
作
品

展
（
押
花
倶
楽
部
パ
ー
プ
ル
）

／
11
月
22
日
㈭
～
25
日
㈰
午
前

10
時
～
午
後
４
時
（
25
日
は
３

時
ま
で
）
／
■場
画
廊
マ
ー
レ
ン

／
会
員
が
１
年
間
制
作
し
た
作

品
約
70
点
／
■講
川
村
た
つ
江
／

■問
川
村
042
―
561
―
３
２
９
７

■
映
画
「
ケ
ア
ニ
ン
～
あ
な
た

で
よ
か
っ
た
～
」（
東
大
和
市
社

会
福
祉
協
議
会
、
東
大
和
武
蔵

村
山
社
会
福
祉
士
会
）
／
関
心

の
あ
る
方
／
12
月
１
日
㈯
午
後

１
時
30
分
～
４
時
30
分
／
■場
中

央
公
民
館
ホ
ー
ル
／
150
人
／
■費

500
円
／
■問
田
村
090
―
４
８
４
３

―
２
６
７
７

■
大
和
会
公
開
医
学
講
座
「
女

性
に
特
有
の
疾
患
～
貴
方
は
大

丈
夫
？
早
期
発
見
が
大
事
～
」

（
社
会
医
療
法
人
財
団
大
和
会
）

／
12
月
１
日
㈯
午
後
３
時
30
分

～
４
時
30
分
／
■場
武
蔵
村
山
病

院
／
■講
佐
藤
裕
子
／
予
約
不
要

／
■問
大
和
会
法
人
本
部
広
報
企

画
課
042
―
567
―
８
３
０
７

■
第
15
回
ミ
ニ
み
ん
な
の
家
ま

つ
り
～
も
ち
つ
き
＆
バ
ザ
ー

（「
み
ん
な
の
会
」を
さ
さ
え
る

会
）
／
市
民
／
12
月
２
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
２
時
／
■場
奈
良

橋
市
民
セ
ン
タ
ー
／
も
ち
つ
き
、

バ
ザ
ー
、
作
業
所
作
品
販
売
、

模
擬
店
／
バ
ザ
ー
品
も
集
め
て

い
ま
す
（
大
型
家
具
・
電
化
製

品
・
人
形
・
ぬ
い
ぐ
る
み
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
）
／
■問
第
二
み

ん
な
の
家
042
―
567
―
０
２
６
７

■
が
ん
の
個
別
化
治
療
時
代

「
副
作
用
は
少
な
く
効
果
は
大

き
く
」（
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
）／

12
月
２
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～

４
時
30
分
／
■場
立
川
市
女
性
総

合
セ
ン
タ
ー
ア
イ
ム
／
講
演
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
他
／
■問
内
田
090

―
６
４
９
５
―
５
８
５
６

■
公
開
学
習
会
（
朗
読
の
会
）

／
市
民
／
12
月
９
日
㈰
午
後
２

時
～
４
時
／
■場
南
街
公
民
館
／

30
人
（
先
着
順
）
／
名
作
を
読

む
（
森
鴎
外
「
高
瀬
舟
」
他
）

／
■講
松
永
英
晃
／
■問
若
松
042
―

564
―
０
７
３
５

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
募
集

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
南
街
コ
ス
モ

ス
）
／
65
歳
以
上
の
方
／
毎
日

午
前
６
時
30
分
～
８
時
（
雨
天

中
止
）
／
東
大
和
市
駅
か
ら
清

水
郵
便
局
ま
で
の
バ
ス
通
り
を

清
掃
し
な
が
ら
歩
く
。
健
康
体

操
／
■年
300
円
／
■問
高
橋
042
―
567

―
５
３
１
０

■
社
交
ダ
ン
ス
会
員
募
集
（
こ

す
も
す
サ
ー
ク
ル
）
／
美
し
く

踊
り
た
い
、
丁
寧
な
指
導
を
受

け
た
い
方
／
毎
週
水
曜
日
午
前

10
時
～
正
午
／
■場
奈
良
橋
市
民

セ
ン
タ
ー
／
■月
二
千
円
／
■問
田

宮
042
―
565
―
３
９
８
７

■
会
員
募
集
（
ハ
ー
モ
ニ
ー
）

／
活
動
日
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
／
■場
向
原
市
民
セ
ン
タ

ー
／
小
さ
な
弦
楽
器
（
二
胡
・

キ
ー
ボ
ー
ド
等
）
の
練
習
／
■問

岡
本
090
―
１
４
３
１
―
９
５
９

４■
お
詫
び
と
訂
正

　

市
報
11
月
１
日
号
に
掲
載
し

ま
し
た
「
第
32
回
冬
季
市
民
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
」
の
場
所
表

記
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お

詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

（
正
）
東
大
和
市
ロ
ン
ド
テ
ニ

ス
ス
ク
エ
ア

（
誤
）
東
大
和
市
ロ
ン
ド
ン
テ

ニ
ス
ス
ク
エ
ア

■
第
51
回
市
民
公
開
講
座
「
ち

ょ
っ
と
待
っ
て
、
そ
の
胸
痛

心
筋
梗
塞
、
狭
心
症
か
も
し
れ

ま
せ
ん
」（
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
）

／
11
月
19
日
㈪
午
後
２
時
～
４

　

仕
事
な
ど
で
平
日
に
納
税

相
談
及
び
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
方
の
た
め
に
、
土
曜
開

庁
に
伴
う
収
納
窓
口
を
次
の
と

お
り
開
設
し
ま
す
。

▽
土
曜
収
納
窓
口　

毎
週
土
曜

日
午
前
８
時
30
分
～
正
午

※
祝
日
は
除
く
。

※
土
曜
収
納
窓
口
で
の
納
税
相

談
は
、
円
滑
に
相
談
が
で
き
る

よ
う
に
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
金
曜
日
の
午

後
５
時
ま
で
に
納
税
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
が
重

な
る
場
合
は
申
込
順
と
し
ま
す
。

【
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
方
法
に
は
簡
単
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
】

　

納
税
課
（
市
役
所
１
階
）
で

は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
専

用
端
末
に
通
し
て
暗
証
番
号
を

入
力
す
る
こ
と
で
、
口
座
振
替

の
申
込
み
が
で
き
る
ペ
イ
ジ
ー

口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
い
ま
す
（
金
融
機
関
の
届

出
印
は
不
要
で
す
）。

▽
問
合
せ　

納
税
課
・
内
線

１
０
４
１
ま
で
。

納期限　11月 30 日（金）
・国民健康保険税　　　　　　　　第５期
・介護保険料　　　　　　　　　　第５期
　　　お問合せは、高齢介護課・内線 1136 まで

・後期高齢者医療保険料　　　　　第５期
　　　お問合せは、保険年金課・内線 1026 まで

《今月の納期》

◎
図
書
館
の
新
着
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ほ
ん
・
本
・
B
O
O
K

　

電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
で
き
ま
す

▽
問
合
せ　

中
央
図
書
館
☎
042
―
564
―
２
４
５
４
ま
で
。

〈
一
般
書
〉

・
論
理
的
思
考
ド
リ
ル

盛
田 

珠
実 

著

・
バ
ブ
ル
経
済
と
は
何
か　

 

藤
田 

勉 

著

・
発
達
障
害
と
言
わ
れ
て
も

子
ど
も
た
ち
は
伸
び
る

高
木 

方
子 

著

・
男
の
服
選
び
最
強
の
教
科
書

Ｍ
ｏ
ｎ
ｏ
Ｍ
ａ
ｘ
編
集
部 

著

・「
そ
の
後
」
の
ゲ
ゲ
ゲ
の

女
房　
　
　

 

武
良 

布
枝 

著

〈
児
童
書
〉

・
ね
こ
の
商
売林
原 

玉
枝 

文

・
め
ん　

た
べ
よ
う
！

　
　

 　

      

小
西 

英
子 

作

・
あ
お
い　

ち
き
ゅ
う
の

い
ち
に
ち　

～
サ
バ
ン
ナ
～

　
　

ベ
イ
リ
ー
，
エ
ラ 

作

※
凡
例　

■場
場
所
、■講
講
師
、■費
費
用
（
記

載
な
し
は
無
料
）、
■入
入
会
金
、
■月
月
会 

費
、
■年
年
会
費
、
■持
持
ち
物
、
■問
問
合
せ
、

■申
申
込
み

※
市
の
主
催
事
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申

込
み
や
問
合
せ
は
、
記
事
の
主
催
者
へ
お

願
い
し
ま
す
。

■
社
会
福
祉
協
議
会

◎
地
域
を
支
え
る
力
に
な
り
ま

せ
ん
か
～
さ
わ
や
か
講
座
を
開

催
し
ま
す

　

さ
わ
や
か
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

協
力
会
員
を
大
募
集
し
て
い
ま

す
。
活
動
内
容
は
、
高
齢
者
等

（
障
害
者
・
病
人
含
む
）
へ
の

家
事
支
援
や
、
子
育
て
支
援
等

で
す
。
協
力
会
員
に
な
る
に
は
、

さ
わ
や
か
講
座
の
受
講
が
必
要

で
す
（
へ
ル
パ
ー
・
看
護
師
・

保
育
士
等
有
資
格
者
は
、
受
講

無
し
で
協
力
会
員
と
し
て
登
録

可
）。さ
わ
や
か
サ
ー
ビ
ス
の
活

動
は
、
有
償
の
支
援
活
動
で
す
。

謝
礼
を
お
支
払
し
ま
す
が
、
定

額
の
収
入
を
見
込
め
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

11
月
19
日
㈪
午
後
１
時
30
分

～
４
時
／
場
所　

社
会
福
祉
協

議
会
／
さ
わ
や
か
サ
ー
ビ
ス
☎

042
―
567
―
０
０
１
３
へ
。

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

仕
事
の
受
注

　

屋
内
外
の
清
掃
、
植
木
の
せ

ん
定
、
除
草
、
蜂
の
巣
駆
除
、

家
事（
掃
除
・
洗
濯
・
食
事
づ
く

り
）、
ふ
す
ま
・
障
子
・
網
戸
張

り
替
え
、
大
工
仕
事
、
内
装
・

電
気
工
事
、
チ
ラ
シ
配
布
、
パ

ソ
コ
ン
教
室
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク

ＣＫＤ？

　ＣＫＤとはChronic Kidney Diseaseの
頭文字で、慢性腎臓病のことです。
　２００７年ＣＫＤの概念が日本に導入さ
れ、今年ＣＫＤ診療ガイドラインが改訂さ
れました。
　ＣＫＤが進行すると末期腎不全に陥り、
透析療法や腎移植が必要になります。今や
透析患者数は33万人と増え続けています。
日本のＣＫＤ患者数は約１３３０万人と推
計され、成人の約８人に１人がＣＫＤとい
う事になります。またＣＫＤは心筋梗塞や
脳卒中、心不全などの心血管疾患や、死亡
リスクを上昇させることが分かってきまし
た。ＣＫＤの多くは自覚症状に乏しく、血
液・尿検査で診断が可能になります。この
ため、健康診断や医療機関での検査によっ
てＣＫＤを早期に診断し、適切な治療を行
うことで、ＣＫＤの重症化を防ぎ、心血管
疾患の発症を抑制することが重要になりま
す。
　ＣＫＤの発症には加齢に伴う腎機能低下
や、生活習慣病が深くかかわっています。
もともと日本人の食生活は諸外国と比べ塩
分が過多になっています。日頃から塩分を
一日10ｇ以下にする事が望まれます。特に
高齢者ではＣＫＤの有病率が高く、健康に
自信がある方も年に１回は健康診断を受け
るようお勧めします。
　普段かかりつけの先生に診ていただいて
いる方も自分の腎機能がどの程度なのかを
知ることで、今後どのように対処したら良
いか、生活習慣を見直すきっかけになると
思います。この機会に、先生に相談してみ
てはいかがでしょうか。

公益社団法人東大和市医師会

時
／
■場
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
／

■講
清
水
茂
雄
、
新
野
哲
也
／
■問

災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
042
―
526
―

５
５
１
１

■
自
衛
官
（
陸
上
自
衛
隊
高
等

工
科
学
校
生
徒
）
募
集
／
中
学

校
卒
業
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

前
期
課
程
修
了
者
で
、
平
成
31

年
４
月
１
日
現
在
、
15
歳
以
上

17
歳
未
満
の
男
子
／
受
付
期

限
：
推
薦
は
11
月
30
日
㈮
、
一

般
は
平
成
31
年
１
月
７
日
㈪
／

試
験
期
日
：
推
薦
は
平
成
31
年

１
月
５
日
㈯
～
７
日
㈪
で
指
定

す
る
１
日
、
一
般
は
平
成
31
年

１
月
19
日
㈯
／
■問
防
衛
省
国
分

寺
募
集
案
内
所
042
―
324
―
１
０

１
０

■
平
成
31
年
度
（
公
財
）
東
京

市
町
村
自
治
調
査
会
広
域
的
市

民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
等
事
業

の
助
成
団
体
募
集

　

多
摩
地
域
の
市
民
交
流
や
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
な
が
る

事
業
の
経
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。
助
成
条
件
等
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
／
申

請
期
限　

12
月
３
日
㈪
／
■問

（
公
財
）
東
京
市
町
村
自
治
調

査
会
事
業
部
企
画
課
042
―
382
―

７
７
８
１
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防災意識を高めよう！
　９月２日、市では東大和市総合防災訓練が予
定されていましたが、悪天候のため残念ながら
中止となってしまいました。ここ数年は大規模
な台風や豪雨が発生するようになり、災害に関
心をもつ機会が多くなったことと思います。私
個人も今年は非常持ち出し袋の中身を久しぶり
に点検するなど、災害を意識することが多かっ
たように感じます。自らの命を守るために、今
一度防災について考える機会を設けてみてはい
かがでしょうか。
　堤防などの土木構造物は、想定した災害に余
裕をもって耐えられるように造られています。
災害の規模がその想定よりも小さければ、我々
に被害が及ぶことはほとんどないと考えてよい
でしょう。しかし、その想定よりも大きな規模
の災害が発生してしまうと、耐えきれずに周囲
に被害が及ぶことになってしまいます。近年、
この想定をはるかに上回る規模の強烈な台風や
豪雨が頻発しているため、報道で浸水被害など
の光景を目にする機会が増えてしまっているの
です。
　そこで、最近の災害対策は「少なくとも命だ
けは守る」ことが中心となってきています。そ
れを達成するためには、堤防などの整備だけで
なく住民の皆さんの自主的な避難が必要不可欠
なのです。東大和市の公式ホームページに市の
防災についてまとめられていますので、避難所
はどこなのか、自分の住んでいる家はどの程度
安全なのかといったことを予め頭に入れておく
と、実際に避難することになったときに役に立
つでしょう。
　ただ、例えば浸水予想区域図で自分の家が浸
水区域内になかったからと言って安全とは限り
ません。浸水予想区域図で想定している雨より
も大きな規模の雨が降る可能性も十分にあるか
らです。もはやどんな規模の災害が発生しても
おかしくない時代になってしまったので、自ら
の命を守るために、防災についての意識を高く
もっておくことが大切です。

　　　　（市民記者　本合弘樹）

市
レポート

記民 者

■
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
を
お

届
け
し
て
い
ま
す

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民

年
金
及
び
厚
生
年
金
に
加
入
し

て
い
る
皆
さ
ん
に
保
険
料
納
付

実
績
や
年
金
の
見
込
額
等
を
記

載
し
た
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

を
毎
年
誕
生
月
に
送
付
し
て
い

ま
す
。

◎
通
知
す
る
内
容

〇
節
目
年
齢
時（
35
・
45
・
59
歳
）

の
方
に
、
①
〜
⑥
の
更
新
し
た

内
容
を
通
知
し
ま
す
。

①
年
金
加
入
期
間
（
加
入
月
数
、

納
付
済
月
数
等
）　

②
50
歳
未

満
の
方
に
は
加
入
実
績
に
応
じ

た
年
金
見
込
額
。
50
歳
以
上
の

方
に
は
、
ね
ん
き
ん
定
期
便
作

成
時
点
の
加
入
制
度
に
引
き
続

き
加
入
し
た
場
合
の
将
来
の
年

金
見
込
額
〔
既
に
年
金
受
給
中

（
全
額
停
止
中
も
含
む
）
の
方

に
は
通
知
し
ま
せ
ん
〕　

③
保

険
料
の
納
付
額
（
被
保
険
者
負

担
分
累
計
）　

④
年
金
加
入
履

歴
（
加
入
制
度
、
事
業
所
名
称
、

被
保
険
者
資
格
取
得
・
喪
失
年

月
日
等
）　

⑤
厚
生
年
金
の
全

て
の
期
間
の
月
ご
と
の
標
準
報

酬
月
額
・
賞
与
額
・
保
険
料
納

付
額　

⑥
国
民
年
金
の
全
て
の

期
間
の
月
ご
と
の
保
険
料
納
付

状
況
（
納
付
、
未
納
、
免
除
等

の
別
）

※
受
け
取
ら
れ
た
際
は
加
入
記

録
・
記
載
内
容
に
漏
れ
や
誤
り

が
な
い
か
、
十
分
に
ご
確
認
い

た
だ
き
、
訂
正
が
あ
っ
た
場
合
、

同
封
の
「
年
金
加
入
記
録
回
答

票
」
に
て
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
節
目
年
齢
時
以
外
の
方
に
は
、

上
記
①
〜
③
は
更
新
し
た
も
の
、

⑤
と
⑥
は
最
近
の
月
別
状
況
を

通
知
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

ね
ん
き
ん
定
期
便

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
─

058
─
555
（
050
で
は
じ
ま
る
電
話

か
ら
は
03
─
６
７
０
０
─
１
１

４
４
）
／
月
曜
日
は
午
前
９
時

〜
午
後
７
時
、
火
〜
金
曜
日
は

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
、
第
２
土
曜
日
は
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
４
時

■
年
金
手
帳
は
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い

　

公
的
年
金
制
度
で
は
、
す
べ

て
の
制
度
に
共
通
し
て
使
用
さ

れ
る
基
礎
年
金
番
号
が
用
い
ら

れ
て
い
ま
す
。
国
民
年
金
や
厚

生
年
金
に
加
入
す
る
と
基
礎
年

金
番
号
が
記
載
さ
れ
た
年
金
手

帳
が
交
付
さ
れ
、
加
入
記
録
や

保
険
料
の
納
付
状
況
な
ど
が
こ

の
番
号
で
登
録
さ
れ
ま
す
。
年

金
手
帳
は
、
年
金
に
関
す
る
手

続
き
の
際
に
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。
年
金
手
帳
を
紛
失
ま
た

は
毀き

そ
ん損
し
た
と
き
は
、
次
の
手

続
き
先
へ
年
金
手
帳
の
再
交
付

を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

者
・
任
意
加
入
被
保
険
者
は
、

市
役
所
ま
た
は
立
川
年
金
事
務

所
へ
。

・
厚
生
年
金
等
の
被
保
険
者
は
、

勤
務
す
る
事
業
所
を
経
由
ま
た

は
直
接
、
事
業
所
の
所
在
地
を

管
轄
す
る
年
金
事
務
所
へ
。

・
国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者

は
、
配
偶
者
の
勤
務
す
る
事
業

所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
年
金

事
務
所
へ
。

▪
お
問
合
せ
は
、
立
川
年
金
事

務
所
☎
042
─
523
─
０
３
５
２
ま

た
は
東
大
和
市
役
所
保
険
年
金

課
・
内
線
１
０
２
６
ま
で
。

国
民
年
金

だ
よ
り

ロビーコンサート 12月の施設利用申込み

チケット発売中

新規発売の公演

募集中の講座

東大和市民会館
ハミングホール 窓口販売：午前9時～午後8時30分

電話予約：午前9時～午後5時 ☎042-590-4414
毎週月曜日休館・祝日の場合は翌日休館

第213回ロビーコンサート霜月
「お菓子と旅するコンサート」11月28日㈬
◆パティシエによる曲にまつわる『お菓子の解説』つき
正午開演／入場無料

大・小ホールは平成31年12月分、その他の施
設は平成31年6月分です。なお、市民を対象と
した調整会議は、12月1日㈯午後1時30分から
行います。

友の会
先行

一般
電話

一般
窓口

山内惠介 発売スケジュール

受付中 11／17
（土）

11／18
（日）

神田松之丞 発売スケジュール

11／20
（火）

11／24
（土）

11／25
（日）

■林家たい平・三遊亭白鳥
二人会
平成31年3月2日㈯午後5時開演／大
ホール／全席指定／一般3,200円（友の
会3,000円）
※未就学児の入場はご遠慮ください。

■はじめてでも歌える♪ゴスペ
ルソングＰＲＯＪＥＣＴ
練習日程 平成31年1月16日㈬、23日㈬、
2月6日㈬、20日㈬／小ホール／午前10時
から11時40分／参加費7,000円／発表ス
テージ 平成31年2月27日㈬ロビーコンサ
ート内にて予定／歌うだけで心が解放され
るゴスペルを4回に渡る練習の後、発表ス
テージで披露しましょう！

■山内惠介  熱唱ライブ・春  ～新たなる夢の扉へ～
平成31年3月3日㈰午後2時開演／大ホール／全席指定／一般6,000円（友の会5,500円）
※未就学児の入場はご遠慮ください。

■講談師 神田松之丞 独演会
平成31年3月10日㈰午後2時開演／小ホール／全席自由／一般2,800円（友の会2,500円）
※未就学児の入場はご遠慮ください。

■劇場リアル謎解きゲーム
怪人からの脱出
12月26日㈬①午後3時開演②午後7
時開演／大ホール／料金2,000円／
実際に頭と身体を使って謎を解く人
気の体験型ゲームイベントです。
※未就学児は入場できません。中
学生以上推奨の内容ですが、小学
生も保護者同伴であれば参加でき
ます。階段の上り下り等がございま
す。予めご了承ください。

■クリスマス／アヴェ・マリア  サ
ンクトペテルブルグ室内合奏団
12月15日㈯午後1時開演／大ホール／全
席指定／一般4,500円（友の会4,000円）
※未就学児の入場はご遠慮ください。

問 合 せ：午前9時～午後8時30分　☎042-590-4411

『まちフォトコンテスト』
応募作品募集！

▶対象　平成30年1月～12月に東大和市内を撮影した
もの 

 問合せ　産業振興課・内線1075まで。 

▶応募方法　市のホームページから応募専用サイトにア
クセスして投稿。プリント写真も応募可。詳細はチラシ
または市のホームページ参照。 
▶期限　平成31年1月4日㈮ 

市役所☎042−563−2111（代） 8東やまと市報再生紙を使用しています

※広告に関するお問合せは…総合広告代理店　フレックス株式会社
　　　　　　　　　　　　　TEL　042-528-3722へ

広告

平成 3 0 ・ 1 1 ・ 1 5


